
電極の材質やその内部構造の差異が，電極点の

移動現象を複雑にしたり，単発放電痕を復数個に分
離して放電柱発生現象に大きく影響する．このとき発
生する放電痕は浅くまた大きな面積になるため，これ
らの電極を用いて大きなエネルギーで放電加工を
行った場合，従来の電極に比べて加工面の精度は向
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行った場合，従来の電極に比べて加工面の精度は向
上する．

たとえば電極の材質，内部抵抗，構造，組成等
を変えた場合の単発放電痕の発生形態を調べる．
またこの電極を用いて繰り返し放電加工を行った
場合，加工速度の高速化と加工面の改善を行う．
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